The protocadherin-α family is required for axonal coalescence into glomeruli of the olfactory bulb in mouse by ハセガワ, ソノコ & 長谷川, 園子
Osaka University








― 374 ― 











博士の専攻分野の名称  博 士（理 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７７２  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            理学研究科生物科学専攻 
学 位 論 文 名  The protocadherin-a family is required for axonal coalescence into 
            glomeruli of the olfactory bulb in mouse 
            （マウス嗅神経回路形成過程におけるプロトカドヘリンαファミリー蛋 
            白質の役割） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 八木  健 
            （副査） 
            教 授 吉川 和明  教 授 岡田 雅人 












































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 嗅上皮上に存在する嗅細胞は、嗅球にある糸球体に投射しており、匂い受容体の種類により特定糸球体への軸索の
収束投射が認められる。この過程には、匂い受容体タンパク質、嗅神経細胞の神経活動が関与することが知られてい
る。本論文では、遺伝子クラスターとして存在するプロトカドヘリンα欠損マウスを用いて、この神経投射における
プロトカドヘリンαの役割を検討した。その結果、プロトカドヘリンαが、嗅神経軸索及び嗅糸球体に強く発現して
いることを明らかにした。また、プロトカドヘリンα欠損マウスにおいて、嗅神経細胞の特定糸球体への軸索投射の
異常が明らかとなり、プロトカドヘリンαが嗅神経の正確な投射に関与していることを明らかにした。これまでに、
プロトカドヘリンα分子群の生体内での分子機能は明らかにされておらず、本研究によりはじめて、プロトカドヘリ
ンα分子群が生体脳において正確な神経回路形成過程に関わることが明らかになった。また、本論文で示された結果
は、嗅神経回路形成における新たな分子メカニズムを示唆する結果であり、神経活動性と神経回路形成との関連性を
解く新たなメカニズムの解明に発展する可能性を示唆している。よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十
分価値あるものと認める。 
